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概  要 
 
 
 

 

ニューマチックケーソンにおけるケーソン沈設前に発生する初期挙動を沈下速度計（躯体とワイヤでつながれた

計測器）で計測し，沈設する直前のタイミングを可視化し周囲へ注意喚起することで，土砂バケットの揚重や足場お

よび躯体上にいる作業員の退避を促すなど安全性の向上に寄与した． 
 バイブレータを搭載した台車を配置し，打設時の作業員の負担軽減および人員削減を達成した．また，バイブレー

タはエアシリンダの給排気により打設面までの上下動を自動化した．上下動による締固め時間，速度および挿入深さ

を自動制御することで，作業員の技量に左右されないコンクリートの品質，美観性の均一化を図った．なお架台を走

行する台車型と足場から下げる懸垂型の２パターンによる走行を実現し，今後の利用展開を図った． 
 

 

成  果 
 
 
 

 

 沈下速度計で1mm／秒以上の沈下挙動を沈下前から把握でき，関係者へアラートメールの自動転送および現場へ

の回転灯による注意喚起（図－１）を行うことでケーソン沈設に伴う土砂バケットの接触災害，作業員の足場か

らの墜落災害を防止することができた． 
 バイブレータの上下動の自動化により，コンクリート打込みから約 30 分経過後の再振動を作業員の技量に左右

されず適正に実施できた（図－２）． 
 作業員の運動量評価を実施し，本システムによる運動量低減（上半身で約24%の軽減）を確認した． 
 自動バイブレータ使用箇所と従来施工箇所との強度推定調査および単位面積当たりの表面気泡数を比較して，本

システムを使用した場合にもコンクリート品質を確保できることを確認した． 
 

 
 
 

 
 

 

図－１ 沈下速度計および回転灯 
 

図－２ バイブレータ搭載台車による締固め状況 
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